これ は 上海 滞在中、 病 間に 訳した ものである。 シ 

ムボ リズ ム から ィ マジ ズ ムに 移って 行った、 英 仏の 詩 

うか 力 

の 変遷 は、 この 二人の 女 詩人の 作に も、 多少 は 窺 ふ 事 

が 出来る かも 知れない。 名高い ゴォテ イエの 娘さん は、 

カテュ ウル • マン デスと 別れた 後、 Tin-tun-Ling と 云 

ふ 支那 人に 支那 語 を 習った さう である。 が、 李 太白 や 

杜少 陵の 訳詩 を 見ても、 訳詩と はどう も 受け取れない。 

まづ八 分まで は 女史 自身の 創作と 心得て 然るべき であ 

らう。 ユニス • テ イツ チェン ズ はずつ と 新しい。 これ 

は 実際 支那の 土 を 踏んだ、 現存の 亜米利加 婦人で ある。 

日本で は エミ ィ. ロォゥ エル 女史が 有名 だが、 テ イツ 



チェン ズ 女史 も 庸才で はない。 女史の 本 は 二 冊 ある。 

これ は 一 九 一 七 年に 出た、 二 冊 目の ^^OPILES 

CHINA から 訳した。 訳 は いづれ も 自由 訳で 

ある。 

月光 

Gaiutier 

満月 は 水より 出で、 

海 は 銀 の 板と なりぬ。 

さか づき 

小舟に は、 人々 盞 を 干し、 



月明りの 雲、 かそけ きを 見る 

山の 上に 漂 ふ 雲。 

人々 あるひ は 云 ふ、 

きさき 

皇帝の 白衣の 后 と、 

あるひ は 云 ふ、 —— 

あま かけ くぐ ひ 

天翔る 鵠 の むれと。 

す^もの ちん 

陶器の 亭 

—— 同上 —— 



水の なか、 

明かに うつれる 橋 は 

碧玉の 三日の 月め き、 

綵 衣の 人ら 

さかさま 

逆様に 酒の める 見 ゆ、 

陶器の 亭の もなかに。 

夕明り 

Eunice "Tietjens 

乾いた 秋の 木の葉の 上に、 雨が ばらばら 落ちる やう 



せきちく 

二人の 宮人 は 彼の 前に、 石竹の 花の 色に 似た、 絹の 

ひんき ひざ まづ 

屛風を 開いて ゐる。 一 人の 嬪妃は 跪 きながら、 彼の 

リた いはく 

硯を 守って ゐる。 その 時 泥酔した 李 太白 は、 天上 一片 

の 月に 寄せる、 激越な 詩を屛 風に 書いた。 

(大正 十 一年 一月) 
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